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Ⅰ 調査の概要 

１ 目的 
女性も男性も全ての個人が、互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合いつつ、性別 

 に関わりなくその個性と能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」の実現は、少子高齢化・

人口減少社会を迎えたわが国にとって最重要課題と位置付けられております。 
国におきましては、平成１２年に策定された「男女共同参画基本計画」を、社会経済環境の 

 変化やこれまでの施策の検証・評価を踏まえ、平成１７年１２月に改定しました。改定後の基

本計画は、１２の重点分野及び各分野における施策の基本的方向、具体的施策及び数値目標が

明記されており、男女共同参画社会の形成に向けてより実践的な計画であると言えます。 
  この国の基本計画には、同時に地方自治体や国民各層との連携の重要性が記されており、地

方自治体における積極的な取組が、より一層求められております。 
  これを受け、静岡県におきましても、平成１５年４月に策定された「静岡県男女共同参画基

本計画 ハーモニックしずおか２０１０」の改定を今年度予定しております。 
  同様に当町におきましても、平成１４年３月に富士川町男女共同参画計画「ふじかわパート

ナーシップ」を策定し、様々な施策を展開しているところでありますが、策定より４年以上が

経過し、今後の男女共同参画行政の推進のためには、同計画の進捗状況の把握と見直しが必要

となっております。 
  本調査は、「ふじかわパートナーシップ」の策定にあたり平成１２年６月に実施された住民意

識調査と、調査対象・調査方法・調査項目について同様のものであり、同計画の見直しに向け

て、町民の男女共同参画に対する意識変化・実態を把握するとともに、今後の男女共同参画行

政推進のための基礎資料を得ることを目的として行ったものです。 
 

２ 調査時期  平成１８年４月２８日～５月１２日 
 
３ 調査対象  富士川町内在住の満２０歳以上の男女１，０００人 

・男女別    男    ５００人   
女    ５００人 

・年齢別 ２０歳～２９歳 ２５０人 
             ３０歳～３９歳 ２５０人 
             ４０歳～４９歳 ２５０人 
             ５０歳以上   ２５０人 
 
４ 調査方法  郵送調査 
 
５ 調査項目  別紙のとおり 
 
６ 回収結果    （１）回答者    ４２０人 

（２）回収率    ４２．０％ 
（３）回答者構成  別紙のとおり 



5 
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Ⅱ　調査対象者の属性

問１．性別

1 女性

2 男性

無回答

問２．年齢

1 20代

2 30代

3 40代

4 50代

5 60代

6 70代以上

無回答

問３．家族構成

1 １人世帯

2 夫婦のみの世帯

3 親と未婚の子の二世帯

4 親と既婚の子の二世帯

5 親・子・孫の三世帯

6 兄弟・姉妹の世帯

7 母子世帯

8 父子世帯

9 その他

問４．職業

1 会社員・公務員などの正規社員・職員

2 パート・アルバイト・派遣社員

3 商工・サービス業などの自営業

4 農林漁業などの自営業

5 自由業（弁護士・開業医等）

6 内職

7 専業主婦（夫）

8 無職

9 学生

10 その他

性別 人数 構成比（％）

234

178

8

55.7

42.4

1.9

27.9

計 420 100.0

年齢 人数 構成比（％）

53

1.2

71 16.9

12.6

44 10.5

87 20.7

117

43 10.2

家族構成 人数

5

計 420 100.0

13 3.1

64 15.2

0 0.0

149 35.5

40 9.5

職業 構成比（％）

9 2.1

14 3.3

人数

無回答

計

10

420 100.0

構成比（％）

18 4.3

5 1.2

108 25.7

180

3

46

42.9

78 18.6

21 5.0

0.7

2 0.5

1 0.2

11.0

61 14.5

10 2.4

2.4

8 1.9

420 100.0計

無回答
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問５．婚姻

1 未婚

2 既婚

3 その他（離別・死別）

問６．居住地区

1 北松野地区

2 中野台地区

3 南松野地区

4 木島地区

5 岩淵地区

6 中之郷地区

計

婚姻

無回答

無回答

計

人数

99

11

人数 構成比（％）

73 17.4

居住地区

2.6

420 100.0

構成比（％）

23.6

279 66.4

31 7.4

34 8.1

53 12.6

15 3.6

69 16.4

420 100.0

170 40.5

6 1.4

性別

55.7%
42.4%

1.9%

女性

男性

無回答

年代

16.9%

20.7%

27.9%

12.6%

10.5%

10.2% 1.2% 20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

女性

20.1%

20.1%

27.4%

13.7%

10.3%

8.5%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

13.5%

22.5%

29.8%

11.8%

11.2%

11.2%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上
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 Ⅲ 単純集計結果  
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Ⅲ　単純集計結果

《家庭生活について》

問７．あなたのご家庭では次のことがらについて、どのような役割分担になっていますか。それぞれ１つ選び、番号に○を

　　つけてください。（対象数　４２０）

16 278 39 54 18 15

3.8% 66.2% 9.3% 12.9% 4.3% 3.6%

10 307 15 61 13 14

2.4% 73.1% 3.6% 14.5% 3.1% 3.3%

7 313 17 55 16 12

1.7% 74.5% 4.0% 13.1% 3.8% 2.9%

11 269 36 69 18 17

2.6% 64.0% 8.6% 16.4% 4.3% 4.0%

23 295 22 49 16 15

5.5% 70.2% 5.2% 11.7% 3.8% 3.6%

12 283 39 55 16 15

2.9% 67.4% 9.3% 13.1% 3.8% 3.6%

4 45 5 16 315 35

1.0% 10.7% 1.2% 3.8% 75.0% 8.3%

3 155 33 16 179 34

0.7% 36.9% 7.9% 3.8% 42.6% 8.1%

98 180 34 78 15 15

23.3% 42.9% 8.1% 18.6% 3.6% 3.6%

34 174 67 39 83 23

8.1% 41.4% 16.0% 9.3% 19.8% 5.5%

46 196 50 97 14 17

11.0% 46.7% 11.9% 23.1% 3.3% 4.0%

問８．あなたは現在の家事の分担状況について、どのように感じていますか。1つだけ選んで番号に○をつけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（対象数　４２０）

106 25.2%

129 30.7%

136 32.4%

9 2.1%

30 7.1%

10 2.4%

　４　女性はもっと分担すべきである

　５　その他（　　　　　　　　　　）

　無回答

　サ．風呂の準備や掃除

　１　男性はもっと分担すべきである

　２　男性の分担は不十分だが仕方がない

　３　今のままで十分である

　キ．高齢者の介護

　ク．育児・子供の世話

　ケ．ゴミ出し

　コ．布団の上げおろし

　ウ．食事の支度

　エ．食事の後片付け

　オ．日常の家計の管理

　カ．日常の買い物

該 当
し な い

無 回 答

　ア．部屋の掃除

　イ．洗濯

主 に 夫主 に 妻
夫 と 妻 が
半 々

そ の 他
の 人
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問９．家庭での男女の役割分担に対する考え方であなたの考えに最も近いのはどれですか。次の中から１つ選んで番号

　　に○をつけてください。（対象数　４２０）

　１　男性は仕事が大切だから、家事は女性が中心になった方がよい 52 12.4%

　２　男性は家事や育児に向かないから、家事は女性が中心になった方がよい 16 3.8%

　３　必要に応じて男性が家事をしてもよい 305 72.6%

　４　男女が平等に役割分担する方がよい 37 8.8%

　５　その他（　　　　　　　　　　） 9 2.1%

　無回答 1 0.2%

《仕事について》

問10．女性が職業を持つことについてどのようにお考えですか。１つだけ選んで番号に○をつけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（対象数　４２０）

　１　結婚・出産・育児にかかわらず、ずっと職業を持ちつづける方がよい 89 21.2%

　２　出産・育児の期間は仕事をやめ、成長したら再び職業を持つ方がよい 235 56.0%

　３　子供ができるまでは職業を持った方がよい 35 8.3%

　４　結婚するまでは職業を持った方がよい 30 7.1%

　５　女性は職業を持たない方がよい 7 1.7%

　６　その他（　　　　　　　　　　） 20 4.8%

　無回答 4 1.0%

問11．あなたは現在までどのように仕事をしてきましたか。次の中から１つ選んで番号に○をつけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（対象数　４２０）

　１　就職してから現在まで仕事を続けている 213 50.7%

　２　一時仕事をやめて家庭に入ったが、再び働き続けている 79 18.8%

　３　過去に就職せず家庭に入ったが、現在は働いている 5 1.2%

　４　過去に就職したが現在は働いていない 95 22.6%

　５　過去・現在とも働いていない 19 4.5%

　無回答 9 2.1%

問12．現在、収入のある職業に就いている方にお聞きします。あなたの職場では、仕事の内容や待遇面で男女の不平

　　等を感じることがありますか。（対象数　２９１）

　１　感じている 108 37.1%

　２　感じていない 183 62.9%
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問13．問12で「不平等を感じている」と回答された方にお聞きします。それは具体的にそのようなどころですか。該当する

　　番号すべてに○をつけてください。（対象数　１０８）

　１　賃金に差別がある 60 55.6%

　２　昇進、昇格に差別がある 45 41.7%

　３　能力が正当に評価されていない 37 34.3%

　４　補助的な仕事しかやらえてもらえない 19 17.6%

　５　女性を管理職に登用しない 21 19.4%

　６　女性は結婚したり子供が生まれたりすると、退職しなければならない 15 13.9%

　７　女性は定年が男性より早い 8 7.4%

　８　教育・訓練を受ける機会が少ない 22 20.4%

　９　その他（　　　　　　　　　　） 8 7.4%

問14．女性が仕事を続けていくことは難しいといわれますが、あなたはその理由について、どのように考えますか。当て

　　はまると思う番号すべてに○をつけてください。（対象数　４２０）

　１　家事や育児との両立が難しい 323 76.9%

　２　家族の協力、理解が得られない 112 26.7%

　３　職種が限定されているなど差別的な待遇・風潮がある 75 17.9%

　４　女性自身の職業意識が低い 47 11.2%

　５　保育体制が不十分である 184 43.8%

　６　その他（　　　　　　　　　　） 18 4.3%

《教育・学習について》

問15．あなたは、子供の育て方についてどのように考えますか。次の中から、あなたの考えに最も近いもの１つだけに

　　○をつけてください。（対象数　４２０）

　１　男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる方がよい 52 12.4%

　２　ある程度は、男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる方がよい 93 22.1%

　３　男の子も女の子も区別なく、同じように育てる方がよい 49 11.7%

　４　本人の個性や能力、希望に応じて育てる方がよい 206 49.0%

　５　わからない 8 1.9%

　６　その他（　　　　　　　　　　） 1 0.2%

　無回答 11 2.6%

問16．あなたは、子供にどの程度の教育を受けさせたいと思いますか。男の子と女の子に分けて１つずつ選び番号に○

　　をつけてください。（対象数　４２０）

0 21 14 181 14 158 13 19

0.0% 5.0% 3.3% 43.1% 3.3% 37.6% 3.1% 4.5%

0 29 65 116 5 171 11 23

0.0% 6.9% 15.5% 27.6% 1.2% 40.7% 2.6% 5.5%

無 回 答

男の子

女の子

大 学大 学 院
子 供 に
任 せ る

わからない中 学 校高 校
短 大
専 門 学 校
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問17．あなたは日々の生活の中で、文化・教養・ボランティア・スポーツなど生涯学習をしていますか。（対象数　４２０）

　１　行っている 160 38.1%

　２　行っていない 254 60.5%

　無回答 6 1.4%

問18．問17で「行っている」と回答された方にお聞きします。あなたが生涯学習として行っている内容は何ですか。該当

　　する番号すべてに○をつけてください。（対象数　１６０）

  １　芸術・趣味（音楽・美術・華道など） 61 38.1%

  ２　一般教養に関するもの（歴史や文学など） 15 9.4%

  ３　スポーツに関するもの（テニス・ゴルフ・水泳など） 78 48.8%

  ４　福祉や環境など社会問題、時事問題や国際問題に関するもの 21 13.1%

  ５　医学や栄養等を含めた健康管理に関するもの 6 3.8%

  ６　家庭生活に関するもの（和裁・洋裁・料理など） 25 15.6%

  ７　子供の教育に関するもの（育児や躾等） 9 5.6%

  ８　専門的又は職業上の知識や技能に関するもの（経営・法律・科学・情報機器等） 21 13.1%

  ９　英会話など外国語に関するもの 11 6.9%

１０　特になし 2 1.3%

１１　その他（　　　　　　　　　　） 4 2.5%

問19．問17で「行っていない」と回答された方にお聞きします。その理由は何ですか。３つ以内でお答えください。

　　（対象数　２５４）

　１　仕事が忙しいから 101 39.8%

　２　家事が忙しいから 33 13.0%

　３　育児が忙しいから 20 7.9%

　４　介護が忙しいから 1 0.4%

　５　費用がかかるから 48 18.9%

　６　内容や時間などの情報不足 40 15.7%

　７　体力的・年齢的に負担が重いから 34 13.4%

　８　家族の理解が不足しているから 5 2.0%

　９　人間関係が難しいから 17 6.7%

１０　必要性を感じないから 54 21.3%

１１　一緒に活動する仲間がいないから 28 11.0%

１２　適当な指導者がいないから 2 0.8%

１３　身近なところに施設・場所がない 35 13.8%

１４　自分の希望に合う講座・教室がない 41 16.1%

１５　きっかけがつかめない 68 26.8%

１６　その他（　　　　　　　　　　） 17 6.7%
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問20．あなたは、あなた自身の学習活動を充実させるために何か望むことはありますか。３つ以内でお答えください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（対象数　４２０）

　１　もっと高度な内容の講座や教室にしてほしい 16 3.8%

　２　講座や教室の種類をもっと増やしてほしい 73 17.4%

　３　家族で参加できるような講座や教室を増やしてほしい 59 14.0%

　４　夜間や休日に開催する講座や教室を増やしてほしい 119 28.3%

　５　子供を預けることができる講座や教室を増やしてほしい 29 6.9%

　６　講座や教室を身近な場所で増やしてほしい 85 20.2%

　７　体育施設や公民館、文化活動に使える施設を増やしてほしい 47 11.2%

　８　小・中学校の施設を利用できるようにしてほしい 23 5.5%

　９　講座や教室に魅力ある講師を呼んでほしい 46 11.0%

１０　学習のリーダー養成に力を入れてほしい 3 0.7%

１１　学習のためのグループや団体を援助してほしい 18 4.3%

１２　学習に関する情報を手軽に入手できるようにしてほしい 73 17.4%

１３　学習について気軽に相談できる窓口がほしい 41 9.8%

１４　特に望むことはない 102 24.3%

１５　その他（　　　　　　　　　　） 15 3.6%

《女性の人権について》

問21．あなたは現在の自分の性（男性あるいは女性）に生まれてよかったと思いますか。次の中から１つ選び番号に○

　　をつけてください。（対象数　４２０）

　１　よかった 265 63.1%

　２　なんともいえない 142 33.8%

　３　よくなかった（別の性に生まれたかった） 6 1.4%

　無回答 7 1.7%

問22．あなたは、セクシャル・ハラスメント（セクハラ・性的嫌がらせ）について経験したり、見聞きしたことがありますか。

　　次の中から１つ選び番号に○をつけてください（対象数　４２０）

　１　自分が直接経験したことがある 39 9.3%

　２　友人や職場の仲間など自分のまわりに経験した人がいる 37 8.8%

　３　一般的な知識として知っている 291 69.3%

　４　言葉としては聞いたことがある 39 9.3%

　５　そういう言葉は今まで聞いたことがない 3 0.7%

　無回答 11 2.6%



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23．最近、夫婦の一方が他方からある程度継続的に身体的・心理的な暴力を受けるという夫婦間暴力が問題視されて

　　いますが、あなたはこの夫婦間暴力について見聞きしたことがありますか。次の中から１つ選び番号に○をつけてくだ

　　さい。（対象数　４２０）

　１　自分が直接経験したことがある 12 2.9%

　２　夫婦間暴力について身近な人から相談を受けたことがある 10 2.4%

　３　身近に夫婦間暴力を受けた当事者がいる 29 6.9%

　４　身近に当事者はいないが、夫婦間暴力についてのうわさを耳にしたことがある 40 9.5%

　５　夫婦間暴力がテレビや新聞などで問題になっていることは知っている 281 66.9%

　６　夫婦間暴力について見聞きしたことはない 17 4.0%

　７　わからない 16 3.8%

　８　その他（　　　　　　　　　　） 1 0.2%

　無回答 14 3.3%

問24．女性の人権に関して、あなたが人権上問題があると思うものすべてに○をつけてください。（対象数　４２０）

　１　「女だから」「女のくせに」などの慣習を他の人に押しつけること 238 56.7%

　２　夫が生活費を渡さないなどの経済的暴力 186 44.3%

　３　売春・買春 202 48.1%

　４　女性の働く風俗営業 102 24.3%

　５　夫や恋人による殴る、けるなどの身体的暴力 257 61.2%

　６　夫や恋人による言葉の暴力 183 43.6%

　７　職場におけるセクシャル・ハラスメント 262 62.4%

　８　女性のヌード写真などを掲載した雑誌 76 18.1%

　９　女性の体の一部や媚びたポーズ・視線を内容に関係なく使用した広告など 75 17.9%

１０　女性の容姿を競うミス・コンテスト等の行事 32 7.6%

１１　「令夫人」「婦人」「未亡人」のように女性だけに用いられる言葉 38 9.0%

１２　「まだ結婚しないの？」「子供はまだ？」などと聞くこと 164 39.0%

問25．あなたは、ボランティア活動や地域活動など社会的な活動に参加していますか。次の中から１つ選び番号に○を

　　つけてください。（対象数　４２０）

　１　積極的に参加している 48 11.4%

　２　たまに参加している 101 24.0%

　３　つきあいで仕方なく参加している 27 6.4%

　４　不参加だが今後機会があれば参加したい 128 30.5%

　５　不参加で今後も参加するつもりはない 50 11.9%

　６　参加したいができない 55 13.1%

　無回答 11 2.6%
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問26．あなたは、家庭の外で行われている社会活動にどのくらい参加していますか。次の活動のうち参加しているものに

　　○をつけてください。（いくつでも可）　（対象数　４２０）

　１　社会奉仕などのボランティア活動 52 12.4%

　２　消費者・住民運動 4 1.0%

　３　ＰＴＡの役員・委員 72 17.1%

　４　町内会・自治会などの地域活動（子供会・老人会・防災活動等） 197 46.9%

　５　スポーツ・サークル活動 76 18.1%

　６　スポーツ以外の趣味活動 37 8.8%

　７　文化・教養・学習活動（資格取得・教育講座・生涯学習など） 35 8.3%

　８　宗教活動 19 4.5%

　９　政治活動 7 1.7%

１０　国際交流活動 4 1.0%

１１　福祉・保健医療活動 13 3.1%

１２　その他（　　　　　　　　　　） 9 2.1%

《男女平等について》

問27．あなたは、次のような場面で男性と女性が平等に扱われていると思いますか。それぞれの場面で、あなたの考えに

　　最も近いところ１つだけに○をつけてください。（対象数　４２０）

男性のほう ど ちらかと 男女平等に女性のほう どちらかと

が非常に優いえば男性 なっているが非常に優 いえば女性無 回 答

遇されていのほうが優 遇されてい のほうが優

る 遇されてい る 遇されてい

る る

5 70 273 10 17 45

1.2% 16.7% 65.0% 2.4% 4.0% 10.7%

59 203 89 15 16 38

14.0% 48.3% 21.2% 3.6% 3.8% 9.0%

46 192 124 7 17 34

11.0% 45.7% 29.5% 1.7% 4.0% 8.1%

108 191 72 4 4 41

25.7% 45.5% 17.1% 1.0% 1.0% 9.8%

46 155 153 9 15 42

11.0% 36.9% 36.4% 2.1% 3.6% 10.0%

78 218 74 5 6 39

18.6% 51.9% 17.6% 1.2% 1.4% 9.3%

38 194 132 3 13 40

9.0% 46.2% 31.4% 0.7% 3.1% 9.5%

　カ　社会通念・慣習しきたりなどで

　キ　地域社会で

　イ　職場で

　ウ　家庭生活で

　エ　政治の場で

　オ　法律や制度の上で

　ア　学校教育の場で
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問28．男女が平等に暮らせる社会を実現するために、今後あなたが必要だと考える施策を次の中から３つ以内で選んで

　　番号に○をつけてください。（対象数　４２０）

　１　学校教育における男女平等教育の推進 86 20.5%

　２　生涯学習など社会教育における学習機会や学習内容の充実 50 11.9%

　３　女性問題に関する情報の提供や啓発 31 7.4%

　４　仕事のあっせんや職業訓練の充実、起業支援 133 31.7%

　５　高齢者、障害者、子供連れでも利用しやすい施設の整備 165 39.3%

　６　家事、育児、介護などのための公的な支援制度の整備 237 56.4%

　７　母子家庭・父子家庭などへの援助や福祉対策 94 22.4%

　８　男性・女性それぞれが抱えている問題を相談できる制度の整備や仲間づくりの支援 86 20.5%

　９　町の審議会・委員会などに女性の委員を起用 55 13.1%

１０　女性の社会活動や町政への参画の推進 42 10.0%

１１　その他（　　　　　　　　　　） 15 3.6%

《結婚について》

問29．あなたは結婚についてどのように考えていますか。あなたの考えに最も近いものを１つだけ選んで番号に○をつ

　　けてください。（対象数　４２０）

　１　愛する人と一緒に暮らすこと 77 18.3%

　２　子供を持つこと 17 4.0%

　３　経済的安定を得ること 15 3.6%

　４　社会的信用を得ること 5 1.2%

　５　男女が協力しあって生きること 123 29.3%

　６　やすらぎやくつろぎの場を得ること 80 19.0%

　７　共感できる相手を得ること 42 10.0%

　８　家を引き継いでいくこと 9 2.1%

　９　社会的慣習であること 2 0.5%

１０　精神的負担になること 3 0.7%

１１　自分の時間がもてなくなること 7 1.7%

１２　自由にお金が使えなくなること 5 1.2%

１３　相手の生き方や考え方に合わせること 5 1.2%

１４　その他（　　　　　　　　　　） 11 2.6%

無回答 19 4.5%




